
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
案
要
綱

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
の
施
行
期
日
を
平
成
十
四
年
七
月
十
日
と
す
る
こ

と
。



政
令
第

号

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
四
年
七
月
十
日
と
す
る
。



理

由

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。



土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
案
参
照
条
文

○

土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
七
月
十
一
日
法
律
第
百
三
号
）
抄

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。



土
地
収
用
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

事
業
認
定
に
関
す
る
手
続
の
見
直
し

一

起
業
者
に
よ
る
事
前
説
明
会
の
開
催
の
義
務
付
け

１

起
業
者
は
、
事
業
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
事
業
の
認
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す

る
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

事
業
認
定
申
請
書
に
は
、
説
明
会
の
開
催
等
の
措
置
の
実
施
状
況
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

。

（
第
十
五
条
の
十
四
及
び
第
十
八
条
第
二
項
関
係

）

二

公
聴
会
の
開
催
の
義
務
付
け

事
業
認
定
庁
は
、
市
町
村
長
に
よ
る
事
業
認
定
申
請
書
の
縦
覧
期
間
内
に
事
業
の
認
定
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る

者
か
ら
公
聴
会
の
開
催
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
公
聴
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
三
条
第
一
項
関
係
）



三

第
三
者
機
関
か
ら
の
意
見
聴
取
の
義
務
付
け

１

国
土
交
通
大
臣
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
資
本
整
備
審
議

会
の
意
見
を
聴
き
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
二
の
縦
覧
期
間
内
に
事
業
の
認

定
に
関
す
る
処
分
に
異
議
を
有
す
る
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
の
条
例
で

定
め
る
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
の
意
見
を
聴
き
、
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
二
の
縦
覧
期
間
内
に
事
業
の
認
定
に
関
す
る
処
分
に
異
議
を
有
す
る
旨
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に

は
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
五
条
の
二
及
び
第
三
十

四
条
の
七
関
係
）

四

事
業
認
定
理
由
の
公
表
の
義
務
付
け

国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
事
業
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
事
業
の
認
定
の
告
示
に
お
い
て
当
該
認
定
を

し
た
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
二
十
六
条
第
一
項
関
係
）

第
二

収
用
委
員
会
の
裁
決
に
関
連
す
る
手
続
の
見
直
し



一

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
の
作
成
の
合
理
化

１

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
署
名
押
印
を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
当
の
期
間

内
に
そ
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
こ
れ
を
し
な
い
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
に
つ
い
て
、
市
町
村
長
等
に
よ
る

代
行
署
名
を
可
能
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
第
四
項
関
係
）

２

土
地
調
書
及
び
物
件
調
書
の
作
成
手
続
の
特
例
を
創
設
す
る
こ
と
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
を
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
定
め
る
手
続
に
よ
り
作
成
す

(1)

(2)

(7)

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

イ

収
用
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
一
筆
の
土
地
の
所
有
者
及
び
当
該
土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人

の
う
ち
補
償
金
の
見
積
額
が
僅
少
で
あ
る
者
が
、
百
人
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

ロ

収
用
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
一
筆
の
土
地
に
あ
る
物
件
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
う
ち
補
償

金
の
見
積
額
が
僅
少
で
あ
る
者
が
、
百
人
を
超
え
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

起
業
者
は
、
自
ら
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
に
署
名
押
印
し
た
上
で
、
市
町
村
長
に
対
し
、
そ
の
写
し
を
添
付
し

(2)
た
申
出
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。



市
町
村
長
は
、

の
申
出
書
を
受
け
取
っ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
、
起
業
者
の
名
称
、
事
業
の
種
類
及
び
申
出
に

(3)

(2)

係
る
土
地
又
は
物
件
の
所
在
地
を
公
告
し
、
公
告
の
日
か
ら
一
箇
月
間
そ
の
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

市
町
村
長
が

の
公
告
及
び
縦
覧
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
起
業
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
が
そ
の
手
続

(4)

(3)

を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

起
業
者
は
、
公
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
に
氏
名
及
び
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
土
地
所

(5)
有
者
及
び
関
係
人
に
対
し
、
公
告
の
日
か
ら
一
週
間
以
内
に
、
公
告
が
あ
っ
た
旨
の
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
こ
と
。

土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
は
、
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
の
記
載
事
項
が
真
実
で
な
い
旨
の
異
議
を
有
す
る
と
き

(6)
は
、

の
縦
覧
期
間
内
に
起
業
者
に
対
し
て
異
議
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

(3)の
異
議
申
出
書
を
受
け
取
っ
た
起
業
者
は
、
土
地
調
書
又
は
物
件
調
書
に
当
該
異
議
申
出
書
を
添
付
し
な
け
れ

(7)

(6)
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
六
条
の
二
関
係
）

二

収
用
委
員
会
の
審
理
手
続
に
お
け
る
主
張
等
の
整
理



１

土
地
所
有
者
、
関
係
人
及
び
準
関
係
人
は
、
収
用
裁
決
申
請
書
の
縦
覧
期
間
内
に
収
用
委
員
会
に
提
出
す
る
意
見
書

に
お
い
て
、
事
業
の
認
定
に
対
す
る
不
服
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
で
あ
っ
て
、
収
用
委
員
会
の
審
理
と
関
係
が

な
い
も
の
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
第
四
十
三
条
関
係
）

２

起
業
者
、
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
は
、
収
用
委
員
会
の
審
理
に
お
い
て
、
事
業
の
認
定
に
対
す
る
不
服
に
関
す
る

事
項
そ
の
他
の
事
項
で
あ
っ
て
、
収
用
委
員
会
の
審
理
と
関
係
が
な
い
も
の
を
意
見
書
に
記
載
し
、
又
は
当
該
事
項
に

つ
い
て
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
第
六
十
三
条
関
係
）

三

代
表
当
事
者
制
度
の
創
設

１

共
同
の
利
益
を
有
す
る
多
数
の
土
地
所
有
者
及
び
関
係
人
は
、
そ
の
中
か
ら
、
全
員
の
た
め
に
収
用
委
員
会
の
審
理

の
手
続
に
お
け
る
当
事
者
と
な
る
三
人
以
下
の
代
表
当
事
者
を
選
定
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

代
表
当
事
者
を
選
定
し
た
当
事
者
（
以
下
「
選
定
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
選
定
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

代
表
当
事
者
は
、
各
自
、
他
の
選
定
者
の
た
め
に
、
収
用
委
員
会
の
審
理
に
関
す
る
一
切
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
代
表
当
事
者
を
除
く
選
定
者
は
、
代
表
当
事
者
を
通
じ
て
の
み
、
収
用
委
員
会
の
審
理
に
関



す
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

４

収
用
委
員
会
の
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
一
人
の
代
表
当
事
者
に
対
し
て
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

５

共
同
の
利
益
を
有
す
る
者
が
著
し
く
多
数
の
場
合
に
お
い
て
、
審
理
の
円
滑
な
進
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
収
用
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
、
代
表
当
事
者
を
選
定
す
べ
き
旨
の
勧
告
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

（
第
六
十
五
条
の
二
関
係
）

四

補
償
金
等
払
渡
し
の
合
理
化

１

起
業
者
が
、
権
利
取
得
裁
決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
権
利
取
得
の
時
期
ま
で
に
払
渡
し
を
す
べ
き
補
償
金
等
の
全
部

を
、
政
令
で
定
め
る
期
間
前
ま
で
に
現
金
又
は
郵
便
為
替
証
書
等
を
書
留
郵
便
に
付
し
て
発
送
し
た
と
き
は
、
権
利
取

得
裁
決
は
失
効
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

起
業
者
が
、
明
渡
裁
決
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
明
渡
し
の
期
限
ま
で
に
払
渡
し
を
す
べ
き
補
償
金
の
全
部
を
、
１
の

政
令
で
定
め
る
期
間
前
ま
で
に
現
金
又
は
郵
便
為
替
証
書
等
を
書
留
郵
便
に
付
し
て
発
送
し
た
と
き
は
、
明
渡
裁
決
は

失
効
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

３

１
及
び
２
の
場
合
に
お
い
て
、
権
利
取
得
の
時
期
又
は
明
渡
し
の
期
限
が
経
過
し
た
後
に
補
償
金
等
を
受
け
る
べ
き



者
が
そ
の
払
渡
し
を
受
け
て
い
な
い
と
き
に
お
い
て
は
、
権
利
取
得
裁
決
又
は
明
渡
裁
決
は
、
民
事
執
行
法
（
昭
和
五

十
四
年
法
律
第
四
号
）
第
二
十
二
条
第
五
号
に
掲
げ
る
債
務
名
義
と
み
な
す
こ
と
と
し
、
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
条
の
二
関
係
）

第
三

収
用
適
格
事
業
の
追
加

収
用
適
格
事
業
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
等
が
設
置
す
る
廃
棄
物
の
再
生
施
設
、
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
廃

棄
物
処
理
施
設
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
条
第
二
十
七
号
関
係
）

第
四

収
用
委
員
会
の
委
員
を
仲
裁
委
員
と
す
る
仲
裁
制
度
の
創
設

一

収
用
適
格
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
等
の
取
得
に
お
い
て
、
当
該
土
地
等
の
対
償
に
つ
い
て
関
係
当
事
者
間
の
合
意
が

成
立
し
な
い
場
合
に
は
、
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
等
は
、
事
業
認
定
の
告
示
前
に
限
り
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
仲

裁
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

仲
裁
委
員
は
三
人
と
し
、
事
件
ご
と
に
、
収
用
委
員
会
が
そ
の
委
員
の
中
か
ら
推
薦
す
る
者
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知

事
が
任
命
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三

仲
裁
委
員
は
、
仲
裁
を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
申
出
に
よ
り
、
相
手
方
の
所



持
す
る
当
該
紛
争
に
係
る
資
料
の
提
出
を
求
め
、
相
手
方
の
占
有
す
る
土
地
そ
の
他
の
土
地
に
立
ち
入
り
、
当
該
紛
争
の

原
因
た
る
事
実
関
係
に
つ
き
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

四

仲
裁
委
員
は
、
仲
裁
判
断
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
概
要
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
、
当
該
報
告
に
よ
り
当
然
に
退
任
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五

仲
裁
に
つ
い
て
は
、
仲
裁
委
員
を
仲
裁
人
と
み
な
し
て
、
公
示
催
告
及
ビ
仲
裁
手
続
ニ
関
ス
ル
法
律
（
明
治
二
十
三
年

法
律
第
二
十
九
号
）
第
八
編
（
仲
裁
手
続
）
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
十
五
条
の
七
か
ら
第
十
五
条
の
十
三
ま
で
関
係
）

第
五

補
償
基
準
の
細
目
を
政
令
で
規
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
八
十
八
条
の
二
関
係
）

第
六

生
活
再
建
の
た
め
の
措
置

起
業
者
は
、
事
業
認
定
を
受
け
た
事
業
の
用
に
供
す
る
土
地
等
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活
の
基
礎
を
失
う
者
か
ら
の

申
出
に
よ
り
、
代
替
地
、
代
替
住
宅
、
代
替
店
舗
等
の
あ
っ
せ
ん
、
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ
ん
等
の
生
活
再
建
の
た
め
の
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
百
三
十
九
条
の
二
関
係
）

第
七

罰
金
等
の
額
の
引
上
げ
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。



第
八

施
行
期
日
そ
の
他

一

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
関
係
）

三

そ
の
他
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
附
則
第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
関
係
）


